








要約:  Beckwith-Wiedemann 症候群(以下 BWS)  は周産期医学や小児外科分野では比較的

ポピュラーな先天奇形症候群である。  多様な合併症があり,  外科的処置を受ける機会

が多い。  また,  BWS では,  腫瘍の発生が多いことが特徴である。 発病にはゲノム刷

り込み現象が関与することが注目されている。  しかし,  その自然歴に関する研究は多

くない。  この研究では,  BWS の自然歴,  合併症の内容や治療の状況,発達予後などを

調査し,  よりよい患者指導の方法を分析することが目的である。


